【新潟税務署長賞】

「町に響く『赤とんぼ』」
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　ニ年　小林　すず穂　


朝、学校に登校し、授業を受けていると、ほとんど毎日同じ時刻に決まってある曲が聞こえてくる。耳馴染みのあるその曲は、ゴミの収集を知らせる「赤とんぼ」のメロディーだ。このメロディーは車が通る上での注意を促すだけでなく、ゴミの出し忘れの防止にまでも配慮されているという。
私が住む新潟市では、一日に約４２０トンものゴミが排出され、処理されているのだそうだ。そのゴミの収集のために使用されている費用は私たち国民の住民税や固定資産税から賄われているのだと、税について調べるうちに知った。私たち学生にとってはまだ払ったことのない税金であり、あまりイメージも湧かない。しかし、それらの税金を払うのはそう遠くない未来のはずだ。今日に至るまで、滞りなくゴミの収集が行われ、私の故郷が美しさを保っているのは、現在働いている親世代、更に昔に働いていた祖父母世代が税金をバトンとして引き継ぎ、走り続けてきたからだ。それならば、そのバトンを今度は私たちが受け取り、次の世代、また次の世代へと繋いでいくことは、至極当然だ。
私は税金の徴収が増える＝国民の生活が困難する、となんとなくマイナスなイメージばかりを抱いてしまっていたように思う。それは、今まで私が税のことについて十分な知識がないばかりか、知ろうともしていなかったからだと気付いた。中学校での公民で教えられる内容は、税金の種類や徴収元といった、税本体についての知識のみで、徴収された先に何があるのかということは深くは学ばなかった。同様に、税金を払っている現在にしか目がいかず、払った先の未来には目を向けられていなかったのだ。何に使われているのかわからないまま、税金を徴収され続けることは私たちに恐怖感を抱かせ、その気もちは国に対する不平へと変化し、税に対してマイナスな偏見を抱かせてしまうのだろう。それならば、税の使い道についての知識を十分に蓄え、身の回りの税の恩恵によって存在するものに目を向けられるようになれば良いのだ。そうして初めて、自分たちが本当に税を使って改善したいことを見つけることができる。そして、その希望を共に実現してくれる政治家を支持することで国民の一員として政治に参加する。それが日本の求める、あるべき社会の姿なのではないか。そのためには、「税金を徴収されている」という受動的な感覚から「税金で未来の幸福を買っている」という能動的な感覚に国民の意識を切り替えていく必要があるだろう。
近い将来、私たちが大人になり、先人たちのバトンを受け取った時、税についての知識をしっかりと蓄え、税金によって、自分たちの生活がほんの少しずつでも、より良く、美しくなっていると考えられるようになれば、毎日聞こえる「赤とんぼ」のメロディーも、今よりも少しだけ、誇らしく聞こえてくるような気がする。
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